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担当職員：渡邊 賢太（関東支部事務局）

2022年度運営委員会構成

（シニア会運営委員会で選任）
会 長 鳥毛 明 （新任）
幹 事 高屋 真二 （新任）
顧 問 中山 良一
顧 問 野口 昭治
委 員 新山 時弘
委 員 曽佐 豊
委 員 伊藤 裕道（新任）
委 員 四阿 佳昭（新任）
委 員 平澤 茂樹（新任）
委 員 福地 真理夫（新任）

以上，任期は2年とし再任は1回まで
（支部運営会で4月以降選任予定）

監 事
支部シニア会担当幹事
学生会担当幹事

以上，任期は原則1年とし再任は1回まで

なお、前委員の中村城治、笠井 憲一両氏には委員外で
活動にご協力頂く予定
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2022年度関東支部シニア会の事業計画案

１．シニア会総会・運営委員会
(1) シニア会総会の開催
当該年度の活動成果ならびに次年度計画について報告し決定，付帯行事として
特別講演会・懇親会などを開催する

(2) 運営委員会の開催
シニア会は会務の企画・運営のために3か月に1回を目途に運営委員会を開催する

２．支部活動に対する支援
(1)関東学生会卒業研究発表会講演会への参加（2022/3/14）
第61回講演会（Web開催）へコメンテータとして参加し学生との交流を図る
合わせて参加学生との交流会を予定

(2)学生会との交流会（5月予定）
学生会との交流会を継続実施する(2021年度の実施を継続予定)

３．見学会（6月と11月実施予定:コロナ状況に応じて変更の可能性あり）
6 月 航空会社の整備工場など（2020年度 案企画案あり）

11 月 中小・中堅企業など
４．シニア会メンバーの交流会
シニア会員が保有する技術・経験などの話題を順次提供（7月，9月， 11月頃の3回予定）

５．シニア会主催の特別講演会（10月予定）
６．「エンジニア塾」(新企画)を継続実施する（6月頃開始予定：夏休み工作教室、技術支援など）
７．2021年度予算 300,000円（残額は支部会計に組み入れ）
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関東支部からの依頼状 BPAの説明

2022年度関東支部学生卒業研究発表会コメンテータ派遣(1/3) 4/7



BPAの説明(採点はWeb入力
)

2022年度関東支部学生卒業研究発表会コメンテータ派遣(2/3) 5/7



「卒研発表会のスケジュール案」

第61回学生員卒業研究発表講演会 3月14日（月）
（発表232件）

第1室 第２室 第3室 第4室 第5室 第6室 第7室 第8室 第9室 第10室 第11室 第12室

9:00 [1] 1
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工4.機械材料・材料加工
21.マイクロ・ナノ工
学

5.流体工学
10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 7.エンジンシステム
12.設計工学・システ
ム

11.機素潤滑設計

～10:15 2
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

3.材料力学 4.機械材料・材料加工
21.マイクロ・ナノ工
学

21.マイクロ・ナノ工
学

10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学
8.動力エネルギーシス
テム

12.設計工学・システ
ム

11.機素潤滑設計

3
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工4.機械材料・材料加工
21.マイクロ・ナノ工
学

21.マイクロ・ナノ工
学

10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学
8.動力エネルギーシス
テム

12.設計工学・システ
ム

11.機素潤滑設計

4
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工4.機械材料・材料加工
21.マイクロ・ナノ工
学

21.マイクロ・ナノ工
学

10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 9.環境工学
12.設計工学・システ
ム

11.機素潤滑設計

5
2.バイオエンジニアリ
ング

22.スポーツ工学・
ヒューマンダイナミ
クス

4.機械材料・材料加工4.機械材料・材料加工
21.マイクロ・ナノ工
学

5.流体工学
10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 6.熱工学
12.設計工学・システ
ム

11.機素潤滑設計

10:30 [2] 1
2.バイオエンジニアリ
ング

22.スポーツ工学・
ヒューマンダイナミ
クス

3.材料力学 4.機械材料・材料加工
21.マイクロ・ナノ工
学

5.流体工学
10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 9.環境工学
13.生産加工・工作機
械

11.機素潤滑設計

～11:45 2
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工4.機械材料・材料加工
21.マイクロ・ナノ工
学

5.流体工学
10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 20.技術と社会
13.生産加工・工作機
械

11.機素潤滑設計

3
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工3.材料力学
21.マイクロ・ナノ工
学

5.流体工学
10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 1.計算力学
12.設計工学・システ
ム

11.機素潤滑設計

4
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工3.材料力学
21.マイクロ・ナノ工
学

5.流体工学
10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 1.計算力学
13.生産加工・工作機
械

11.機素潤滑設計

5
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

3.材料力学 4.機械材料・材料加工
21.マイクロ・ナノ工
学

5.流体工学
10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 1.計算力学 14.生産システム 11.機素潤滑設計

12:15 [3] 1
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工3.材料力学 5.流体工学 5.流体工学
10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 17.産業・化学機械 19.宇宙工学 11.機素潤滑設計

～13:30 2
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工4.機械材料・材料加工5.流体工学 5.流体工学
15.ロボティクス・メ
カトロニクス

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学
16.情報・知能・精密
機器

19.宇宙工学 11.機素潤滑設計

3
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

3.材料力学 4.機械材料・材料加工5.流体工学 5.流体工学
10.機械力学・計測制
御

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学
16.情報・知能・精密
機器

19.宇宙工学 11.機素潤滑設計

4
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工4.機械材料・材料加工5.流体工学 5.流体工学
15.ロボティクス・メ
カトロニクス

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学
16.情報・知能・精密
機器

19.宇宙工学 11.機素潤滑設計

5
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

3.材料力学 4.機械材料・材料加工5.流体工学 5.流体工学
15.ロボティクス・メ
カトロニクス

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

6.熱工学 0 19.宇宙工学 0

13:45 [4] 1
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

3.材料力学 4.機械材料・材料加工5.流体工学 5.流体工学
15.ロボティクス・メ
カトロニクス

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

7.エンジンシステム
16.情報・知能・精密
機器

19.宇宙工学 0

～15:00 2
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

3.材料力学 4.機械材料・材料加工5.流体工学 5.流体工学
15.ロボティクス・メ
カトロニクス

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

7.エンジンシステム 18.交通・物流 19.宇宙工学 0

3
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工4.機械材料・材料加工5.流体工学 5.流体工学
15.ロボティクス・メ
カトロニクス

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

7.エンジンシステム 18.交通・物流 19.宇宙工学 0

4
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工3.材料力学 1.計算力学 5.流体工学
15.ロボティクス・メ
カトロニクス

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

7.エンジンシステム 18.交通・物流 19.宇宙工学 0

5
2.バイオエンジニアリ
ング

2.バイオエンジニアリ
ング

4.機械材料・材料加工4.機械材料・材料加工0 5.流体工学
15.ロボティクス・メ
カトロニクス

15.ロボティクス・メ
カトロニクス

7.エンジンシステム 0 19.宇宙工学 0

Web講演 発表件数232件 12室平行開催 コメンテータ2名
(AM,PM)=最大12室×4名（48名)

2022年度関東支部学生卒業研究発表会コメンテータ派遣(3/3)

シニア会員の皆様へ別途依頼予定(全員へメール送信:Webにて公開)
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シニア会2022年度予算案報告

収入

費　用 予算額 摘　要

支部からの補助金 300,000

合計 300,000

支出

費　用 予算額 摘　要

旅費交通費 35,000 会議関係

総会会場費 0 Web開催

総会懇親会費および参加費 0 Web開催

特別講演会費 140,000 会場費、講師謝礼

特別講演会懇親会参加費 -60,000 3,000×20名

見学会費(2回予定) 10,000

交流会費(3回予定) 200,000 Web会議も含む

交流会費懇親会参加費(2回予定) -120,000 3,000×40名

子供向けイベント「エンジニア塾」 60,000 見学会、会場費など

雑費 15,000 永年会員案内

予備費 20,000

合計 300,000
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